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ExadataアップグレードでのOracle ASMの考慮事項 
 

免責事項 

下記事項は、弊社の一般的な製品の方向性に関する概要を説明するものです。また、情報提供を唯
一の目的とするものであり、いかなる契約にも組み込むことはできません。マテリアルやコード、
機能の提供をコミットメント（確約）するものではなく、購買を決定する際の判断材料になさらな
いで下さい。オラクルの製品に関して記載されている機能の開発、リリース、および時期について
は、弊社の裁量により決定されます。
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はじめに 

現在 7 世代目となる Oracle Exadata Database Machine は、データベース・サーバーとストレー
ジ・サーバーで構成された統合エンジニアド・システムです。 

 

それぞれの世代でシステム内のテクノロジーに対して、スタック全体の強化を目的としたコンポー
ネント改良が実施されてきました。そのうちの 1 つが、Exadata Database Machine の基盤であるス
トレージ・テクノロジーです。 

 

Exadata 製品ファミリには、さまざまなディスク、フラッシュ、メモリ属性による各種のマシン構成
が含まれています。それぞれの構成には明確なアップグレード・パスがありますが、初期購入とアッ
プグレードの間には通常、一定の期間が空いているため、アップグレード・コンポーネントと元のコ
ンポーネントが異なる可能性があります。このホワイト・ペーパーでは、アップグレードの各種オプ
ションについて説明するとともに、Exadata テクノロジーの世代交代に対応するためのデプロイを計
画するにあたって、Oracle ASM の観点から見たガイダンスと事例を紹介します。本書は、単一クラス
タとそのクラスタ内でのストレージ拡張を前提としています。Exadata 上の Oracle Virtual Machine と、
その Oracle ASM ストレージ・サーバーの共有に対する影響については考慮しません。このホワイ
ト・ペーパーは、最近発表された Exadata X6 での関連する変更を反映して更新されています。 

 

利用可能なExadata構成 

Exadata 製品ファミリには次の製品構成があります。 

» Exadata X5 以降で使用可能なエラスティック構成では、非常に柔軟かつ効率的なメカニズムに
よって、対象の Exadata システムのコンピューティング能力とストレージ容量を拡張できます。
Exadata Database Machine の初期構成（ベース・ラック）は 2 台のデータベース・サーバーと
3 台のストレージ・サーバーで構成され、要件の増大に合わせてデータベース・サーバーやスト
レージ・サーバーを追加して柔軟に拡張できます。 

» Xn-2 ファミリ（X4-2、X5-2、X6-2 など）の 1/8 ラック、クォーター・ラック、ハーフ・ラック、
フル・ラック構成にデータベース・サーバーとストレージ・サーバーを搭載した事前構築済み
のデータベース・マシン前述のように、ベース・ラックを初期構成とするエラスティック構成
として、X6-8 および X5-8 データベース・マシンをデプロイすることもできます。Xn-2 製品と
Xn-8 製品はどちらも、Extreme Flash（EF）ドライブまたは大容量ディスク（HC）で構成でき
ます。 

» EF ディスクまたは HC ディスクを使ったクォーター・ラック構成の Exadata Storage Server を搭
載した、事前構築済みのストレージ拡張ラック 

» 既存のラックまたは独立したスタンドアロン・ラックに追加できる個別の Exadata Storage Server
（EF または HC） 

» 既存のデータベース・マシン・ラックにのみ追加できる個別のデータベース・サーバー 



 

3 | ExadataアップグレードでのOracle ASMの考慮事項 
 

 

Exadata Storage Serverのディスク・タイプ 

ディスク・タイプ デフォルトのExadataマシン・モデル 
600GBのHPディスク、15K RPM X2、X3 
2TBのHCディスク、7200RPM V2、X2 
3TBのHCディスク、7200RPM X3 

4TBのHCディスク、7200RPM X4、X5 
8TBのHCディスク、7200RPM X5、X6 
1.2TBのHPディスク、10K RPM X4 

1.6TBのExtreme Flash（EF）ドライブ X5 

3.2TBのExtreme Flash（EF）ドライブ X6 

 

一部の Exadata 世代には特定のディスク容量が採用されていますが、ディスク交換サービスを使用
してディスクを交換できます（HP ディスクから HC ディスクへの交換、2TB の HC ディスクから
8TB の HC ディスクへの交換など）。 

ディスク・ドライブの交換によって容量拡張はできますが、それが最適な解決策ではない場合も多
くあります。新世代の Exadata サーバーのほうがストレージ・サーバーのフラッシュ容量が大きく、
フラッシュが高速でコンピューティング能力が高いことを考えれば、多くの場合、旧世代を新世代
に交換したほうが適切である可能性があります。また HA と管理性を考えた場合、X5 以降の
Exadata ストレージ・サーバーでは、フラッシュ・カード・バッテリの定期的な計画メンテナンス
が不要です。また X5 以降の Exadata ストレージ・サーバーでは、障害が発生しているディスク・
ドライブの電源が自動的に入れなおされるため、実際のドライブ障害なのか、ソフトウェアの問題
なのかを区別できます。このためデータ保護を維持したまま、ドライブを迅速にサービスに返送で
きます。サービスを依頼する電話をかける必要はありません。 

ディスク交換オプションの選択と、新世代の Exadata ストレージ・サーバーへの置換えを比較検討
する前に、サポートとコストについても考慮する必要があります。 

注： 

600GB の HP ディスクから 1.2TB の HP ディスクへの交換は、サポートされていません。また、
Exadata X5 および X6 は、1.2TB の HP ディスクをサポートしていません。HP ディスクの代替品
は、Exadata X5 では新しい全フラッシュの 1.6TB EF ドライブ、Exadata X6 では 3.2TB EF ドライブ
です。 

ディスク交換サービスについて詳しくは、本書の参考資料（d）に記載されている MOS Note を参
照してください。 

Exadata のアップグレード・オプション  

ここでは、既存の Exadata 構成の拡張に使用できる各種アップグレード・オプションについて説明
します。 
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アップグレード・タイプ コンポーネントのアップグレード アップグレード時の考慮事項 
1/8ラックからクォーター・ラック ExadataのX4、X5世代およびX6 EF 1/8ラックでは、追加の

ハードウェア・コンポーネントが不要 
1/8ラックでは物理的に、データベースおよびストレージ・

サーバー・コアがクォーター・ラック・ハードウェア・マシン

の半分EFストレージ・サーバーとX6より前のHCストレージ・

サーバーでは、ディスク/フラッシュの半分を無効化。X6 1/8
ラックでは、HCストレージ・サーバーのディスク/フラッシュ

の半分を除外。このためExadata X6 1/8ラックHCマシンの場

合、アップグレードには18台のディスク・ドライブと6枚のフ

ラッシュ・カードが必要。 
 

リソース要件に応じて、ストレージ層とデータ

ベース層を同時に、または1層ずつアップグレード

することで実行可能 
詳しくは後述 

エラスティック・アップグレード データベース・サーバーやストレージ・サーバーストレージ・

サーバーはEFまたはHCExadataの世代は現行と同じ/異世代の

いずれも可（既存のX2、X3、X4、X5マシンへのX6-2サーバー

の追加など） 

追加コンポーネントは既存クラスタまたは新規作

成クラスタのいずれにも追加可能 
ラック1台で最大22台のサーバー 
HCストレージ・サーバーを搭載したマシンにEFス
トレージ・サーバーを追加する（またはその逆

の）場合、EF/HCストレージ・サーバーに新しい

ディスク・グループを作成する必要があります

（本書の使用例4に記載）。 
HCディスクかHPディスクを搭載したマシンにX6-
2 HCストレージ・サーバーを追加すると、既存の

ディスク・グループを拡張できます（本書の使用

例2および3に記載）。 
 
 

新規データベース・マシンによる 
拡張 

既存構成に新規データベース・マシン構成（EFディスクまた

はHCディスク）を追加 
場合によって、ラック間接続には追加のIBスイッチとケーブル

が必要 
どの構成をラック間接続できるかに関する明確なルールあり 
新規マシンに対する部分的なライセンス適用が可能（データベー

ス・サーバーまたはストレージ・サーバーのサブセットなど） 

単独クラスタとしての新規マシンのデプロイ、ま

たは現行クラスタの拡張が可能 
新しいマシンのドライブ・タイプが異なる場合

（フラッシュとディスクなど）、新しいディスク・

グループの作成が必要（本書の使用例4で説明）

ハード・ディスク・ベースのストレージ・サー

バーを追加する場合、既存のディスク・グループ

を拡張可能（本書の使用例3および4で説明） 
 
 

ストレージ拡張ラックを使用した 
拡張 

既存のExadataマシンにストレージ拡張ベース・ラック（4台
のストレージ・サーバー）を追加 
ストレージ拡張ベース・ラックでは、まずEFまたはHCを使用 
ベース・ラックにEFまたはHCのストレージ・サーバーの追加

が可能 
ストレージ・サーバーのサブセットに対するライセンス適用が

可能 
場合によって、ラック間接続には追加のIBスイッチとケーブル

が必要 
 

拡張ラックのドライブ・タイプが異なる場合（フ

ラッシュとディスクなど）、新しいディスク・グ

ループの作成が必要（本書の使用例4で説明）ハー

ド・ディスク・ベースのストレージ・サーバーを

追加する場合、既存のディスク・グループを拡張

可能（本書の使用例3および4で説明） 
ストレージ拡張ラックを複数のExadataマシン間で

共有可能。詳しくは後述 

Xn-8のアップグレード X4-8データベース・サーバーやストレージ・サーバーを既存

のX4-8ベース・ラックに追加 
これがX4-2ストレージ・サーバーを搭載した旧世代のX4-8フ
ル・ラックの場合は、上記の説明に従ってデータベース・マシ

ンまたはストレージ拡張ラックを追加 
新しいXn-2ラックを追加 
 

ディスク・タイプに関する考慮事項とライセンス

は上記と同様 
Xn-2マシンを追加する場合、Xn-8と同じクラスタ

へのデータベース・サーバーのデプロイは不可 

 

注： 

複数のアップグレード・サイクルの後で、Exadata ラックに容量の異なる EF ディスク、HP ディス
ク、HC ディスク、フラッシュを搭載した世代の異なるマシン（X2、X3、X4、X5、X6）が格納され
る場合があります。アップグレードを円滑に行うには、可能な ASM 構成について理解することが
重要です。 

 

Oracle SuperCluster では同じ Exadata Storage Server が使用されているため、Oracle SuperCluster
のストレー ジ拡張に 対して も同様のデ ィスクに 関する 考慮事項が 当てはま ります 。Oracle 
SuperCluster M7 は、エラスティック構成もサポートします。 
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Oracle ASMの基本 

Oracle ASM は Oracle Database ファイル向けの ボリューム・マネージャおよびファイル・システ
ムであり、シングル・インスタンスの Oracle Database と Oracle Real Application Clusters（Oracle 
RAC）構成の両方をサポートします。Oracle ASM はオラクルが推奨するストレージ管理ソリュー
ションであり、従来型のボリューム・マネージャ、ファイル・システム、RAW デバイスに代わる選
択肢を提供します。 

Oracle ASM は個々のディスクで構成されたディスク・グループを使用して、Oracle データファイルを格
納します。I/O ホットスポットを解消するため、書込みフェーズ中に割当てユニットを使用して、ディ
スク・グループ内で使用できるすべてのディスクに対して均等にデータが分散されます。ASM ディス
ク・グループの使用率を最大化し、データ分散における不均衡を回避するためには、ASM ディスク・グ
ループ内の各ディスクを同じサイズにする必要があります。パフォーマンスの観点から見ると、少数の
ディスクを使用するよりも、より多くのディスクに I/O を分散させる方が良い結果が得られます。 

ディスク障害に対する保護を提供するため、Oracle ASM はさまざまな冗長レベルに対応しています。
サポートされるレベルには NORMAL、HIGH、EXTERNAL があります。NORMAL 冗長性は、合計 2
種類（プライマリとミラー）のデータ・コピーを保持します。HIGH 冗長性は、合計 3 種類（プラ
イマリと 2 つのミラー）のデータ・コピーを保持します。EXTERNAL 冗長性はストレージ・アレイ
を利用してディスク障害に対する保護を提供します。Oracle ASM は、ミラー化された各データ・コ
ピーが異なる障害グループ内のディスクに配置されるようにデータ・コピーを配置します。 

障害グループはディスク・グループに含まれるディスクのサブセットであり、ハードウェア（取外
し可能な 1 台のトレイに含まれるドライブなど）を共有しているために、すべてのディスクで同時
に障害が発生する可能性があります。トレイが取り外されると、そのトレイ内のすべてのドライブ
が使えなくなります。重要なのは、プライマリ・コピーとミラー・コピーを同じ障害グループに配
置しないようにすることです。トレイの例で言うと、プライマリ・コピーとミラー・コピーは異な
るトレイ上のディスクに配置する必要があります。そうすることで、障害グループに含まれるすべ
てのディスクに障害が同時発生しても、データの損失を回避できます。 

ディスク障害が発生した場合、Oracle ASM は存続しているミラー・コピーのデータを使用して、障
害ディスクのデータを問題のないディスク上に再作成することで、自動的に保護を回復し始めます。
実際、Oracle ASM は専用の予備ディスクを使わずに、予備容量の概念を使用して保護を回復します。 

ExadataでのOracle ASM 

Oracle ASM は Exadata システムでサポートされる唯一かつデフォルトのストレージ管理システムで
す。Exadata システムは標準 ASM を使用しますが、次の条件が適用されます。 

» それぞれのストレージ・サーバーを別々の障害グループとして構成します。障害グループは物
理的なラックを認識しません。 

» Exadata でサポートされるのは NORMAL および HIGH 冗長レベルのみです。 

» NORMAL 冗長レベルは、単一ディスクの障害またはストレージ・サーバー全体の障害から
データを保護します。HIGH 冗長レベルは、2 台の異なるストレージ・サーバーでの 2 つの同
時ディスク障害または 2 台のストレージ・サーバー全体の障害からデータを保護します。
HIGH 冗長レベルは、Exadata Storage Server のローリング・アップグレード中に冗長性を提供
します。Oracle MAA は HIGH 冗長レベルの使用を推奨しています。 
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» 予備容量の概念があるため、ASM コマンドを使用して表示される ASM 容量情報は、実際に使
用可能な容量に対する誤解を招く可能性があります。詳しくは、本書の参考資料（c）に記載
されている MOS Note を参照してください。 

ExadataでのASMディスク・グループの設定 

標準的な Exadata のデプロイでは、その一環として DATA、RECO、DBFS_DG という 3 つのデフォ
ルト・ディスク・グループが作成されます。 

» DATA ディスク・グループは通常、データベースのデータファイル（例：データファイル、ロ
グ・ファイル、制御ファイル）用に使用されます。 

» RECO ディスク・グループは、データベース・リカバリ関連のデータ（例：フラッシュバッ
ク・ログ、アーカイブ・ログ、バックアップを含むファスト・リカバリ領域）を格納するため
に使用されます。 

» DBFS_DG は特定の構成向けにサイズが固定されたディスク・グループであり、もっとも小さ
いディスク・グループです。DBFS_DG はデータベース・ファイル・システム（DBFS）を使用
して事前構成されています。 

» DATA と RECO の比率はデプロイ中に設定可能ですが、通常は 80：20 または 40：60 です。 

» これは、バックアップがマシン上に保持されるか、外部に保持されるかによって異なります。 

» デプロイ計画フェーズで標準以外のサイズを選択することは可能ですが、これには十分な
検討が必要です。 

» 容量の使用率によっては、システムの本番稼働開始後にサイズを変更するには中断を必要
とするため、グリッド・ディスク・サイズは慎重に選ぶ必要があります。詳しくは、本書
の参考資料（e）に記載した MOS Note を参照してください。 

» DATA ディスク・グループと RECO ディスク・グループの冗長性は、顧客固有の可用性要件に
合わせて同じレベルにしても異なるレベルにしても構いません。 

ExadataのASMディスク・グループ内で使用されるディスク 

Exadata のディスクベースのストレージ・サーバーには、それぞれ 12 台の物理ディスクが搭載され
ています。EF ストレージ・サーバーには、8 台のフラッシュ・ドライブが搭載されています。3 つ
のディスク・グループを作成するため、各ディスクがグリッド・ディスクと呼ばれる 3 つのエン
ティティに分割されます。次に、それぞれのグリッド・ディスクが ASM ディスク・グループに割
り当てられます。ディスク・ドライブを使ったデフォルト構成について、以下に説明します。 

» 各ストレージ・サーバーには 12 の DATA グリッド・ディスクと 12 の RECO グリッド・ディ
スクが含まれます。冗長性と I/O 分散に関する ASM の原則に従って、ディスク・グループは
すべてのストレージ・サーバーを通じて同じグリッド・ディスクを使用して作成されます。こ
れらのグリッド・ディスクのサイズはデプロイ中に選択した比率に基づいて決まります。 

» 各ストレージ・サーバーの最初の 2 台の物理ディスクは、一部の領域がシステム領域として使用さ
れるため、ストレージ・サーバーあたりの DBFS_DG グリッド・ディスクの数は 10 のみになります。 
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次に、物理ディスク上のグリッド・ディスクの例を示します。 

 

 

ASM ディスク・グループを作成するには、以下の要素を指定します。 

» グリッド・ディスク名 

» ストレージ・サーバー名 

» 冗長レベル NORMAL 冗長レベルを選んだ場合、少なくとも 2 台のストレージ・サーバー
からグリッド・ディスクを指定する必要があります。HIGH 冗長レベルを選んだ場合、少
なくとも 3 台のストレージ・サーバーからグリッド・ディスクを指定する必要があります。
最大のパフォーマンスとレジリエンスを実現するために、すべての使用可能なストレー
ジ・サーバーから同じサイズのグリッド・ディスクを選択することをベスト・プラクティ
スとして推奨します。 

次に、3 台のストレージ・サーバー（IP アドレス（192.168.10.X）で指定）にある DATA グリッ
ド・ディスクを使用して、"data"という名前のディスク・グループを作成する例を示します。 

CREATE DISKGROUP data NORMAL REDUNDANCY  
DISK 
'o/192.168.10.1/DATA*',’o/192.168.10.3/DATA*’,’o/192.168.10.5/DATA*’ 
ATTRIBUTE 'content.type' = 'DATA', 
'AU_SIZE' = '4M', 
'cell.smart_scan_capable'='TRUE', 
'compatible.rdbms'='11.2.0.4', 
'compatible.asm'='11.2.0.4'; 

 

ASMディスク・グループに関する考慮事項 

ASM ディスク・グループ内のディスクはサイズが等しいだけでなく、パフォーマンス特性もほぼ同
等である必要があります。つまり、Exadata 環境で、HP ディスクと HC ディスクを同じディスク・
グループ内に混在させることはできません。HC ディスクを使用したグリッド・ディスクを、HP
ディスクを使用したグリッド・ディスクを含むディスク・グループに追加しないでください。同様
に、HC ディスクまたは HP ディスクで構成される同じディスク・グループに EF ドライブを含める
ことはできません。唯一の例外は、前の世代から HP ストレージ・サーバーに追加できる X6-2/X5-
2 HC ストレージ・サーバーの場合です。 
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ASMディスク・グループ数の選択 

デプロイに関する決定事項の 1 つに、作成するディスク・グループの数があります。これを決定す
るには、使用可能な容量、分離要件、各データ・クラスに望ましい保護レベル、管理上のオーバー
ヘッド、システム内のディスク・タイプを考慮に入れる必要があります。 

標準デプロイの一部で指定するディスク・グループ数は最小限に抑えることを推奨します。2 つの
メイン・ディスク・グループは、データベースのデータファイルとリカバリ領域を区別するために
必要です。これにより、ディスク・ストレージ容量を最大限共有し、管理労力を削減しながら、最
高のパフォーマンスとレジリエンスを実現できます。環境は既存の環境に合わせてカスタマイズで
きますが、Exadata ラックは標準的な手法でデプロイされます。デプロイ標準から逸脱せずに、グ
ローバルな標準、つまり世界中で大多数の顧客が Exadata マシンをデプロイしている方法（ASM
ディスク・グループの設定を含む）に合わせることを推奨します。 

ディスク・グループを追加する理由 

追加ディスク・グループの作成が必要になる理由には、次のようなものがあります。 

» EF ディスク、HP ディスク、および HC ディスクがシステム内に存在している。同じディス
ク・グループ内に異なるドライブ・タイプを混在させることはできないため、EF ドライブと
HC ディスクに対してそれぞれ別々のディスク・グループを作成する必要があります。 

» 特定のクリティカルなデータベースに対して HIGH 冗長レベルを指定したディスク・グループ
が必要であるが、残りの大半のデータベースには NORMAL 冗長レベルのディスク・グループ
を使用できる。 

» 業務上の考慮事項により特定のデータベースを分離する必要がある（Oracle E-Business Suite
のデータ用の DATA_EBS、Siebel データ用の DATA_SEBL など）。 

» このケースでは、セキュリティ・メカニズムを使用して、あるデータベースから別のデー
タベースに含まれるディスク・グループへのアクセスを防止する必要があります。 

» セキュリティに関する考慮事項を含む同様の分離使用例について詳しくは、本書の参考資
料（a）に記載したホワイト・ペーパーを参照してください。 

Exadataでの複数ディスク・グループの作成 

各ディスク・グループにはそれぞれ専用のディスクが必要になります。以降の各使用例では、4 つ
以上のディスク・グループを使用した場合のメリットとデメリットについて説明します。 

使用例 1：異なるストレージ・サーバー 

• 1 台の Exadata ラックに 6 つのストレージ・サーバー・ライセンスが供与されている 

• ディスク・グループごとに異なる一連のストレージ・サーバーが割り当てられており、スト
レージ・サーバーあたり 3 つのディスク・グループを含む 
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それぞれのストレージ・サーバー・セットに対してグリッド・ディスクを作成します。各ディス
ク・グループを 3 台のストレージ・サーバー間で分散するため、少なくとも 6 台のストレージ・
サーバーが必要です。これは、ディスク・グループごとに 3 つの障害グループを含む場合に、障害
発生時に NORMAL 冗長レベルで十分な容量とレジリエンスを提供するためです。 

最適な I/O 帯域幅によるメリットを得るために、ディスク・グループを 6 台のストレージ・サー
バーすべてに対して分散することができます。ディスクごとのグリッド・ディスク・サイズは小さ
くなりますが、ディスク・グループ単位の合計容量は同じになります。 

 

 

 

» この使用例のメリット： 

» セキュリティの適用時にディスク・グループ・レベルで分離されます。 

» この使用例のデメリット： 

» 大規模な Exadata 構成でのみ実現できます。 

» I/O 帯域幅が少数のストレージ・サーバーに制限され、フラッシュ容量もこれらのスト
レージ・サーバーに限定されます。これはストレージ・リソースの最大活用の原則に反し
ます。 

» 使用率の低いディスク・グループがあっても、これらのサーバーの容量とパフォーマンス
を別のデータベースが使用することはできません。これは統合効率という目的に合いませ
ん。 

使用例 2：共有ストレージ・サーバー 

• 1 台の Exadata クォーター・ラックに 3 台のストレージ・サーバーが搭載されている 

• デフォルト・インストール後に、同じストレージ・サーバーを共有する追加ディスク・グ
ループを作成する 

デフォルトの DATA および RECO ディスク・グループを削除してから、サイズの小さいグ
リッド・ディスクを物理ディスク上に作成する必要があります。次に、新しく作成したグ
リッド・ディスク上にディスク・グループを作成します。たとえば、3 台のストレージ・
サーバーのそれぞれに 3 つの標準グリッド・ディスクを作成する代わりに、各物理ディスク
上に 6 つのグリッド・ディスクを作成します。 

作成するグリッド・ディスクの数は必要なディスク・グループの数と一致する必要がありま
す。この使用例は 6 つのディスク・グループ（DBFS_DG とその他 5 つ）を前提としています。 
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» この使用例のメリット： 

» すべてのデータベースから確実にすべてのフラッシュを使用できます。 

» I/O 帯域幅が最大化されます。 

» セキュリティの適用時にディスク・グループ・レベルで分離されます。 

» この使用例のデメリット： 

» グリッド・ディスク・サイズが小さいため、元の DATA および RECO ディスク・グループ
と比べると、それぞれの新しいディスク・グループの容量は少なくなります。セキュリ
ティの分離が適用されている場合、その他のディスク・グループの予備容量を利用するこ
とはできません。 

» ディスク障害発生後のディスク・グループのリバランスにかかる時間が長くなります。
ディスク・グループの数が ASM インスタンスの数よりも多い場合は、特にこれが顕著に
なります。 

» 追加のディスク・グループを作成して維持するための管理オーバーヘッドが大きくなりま
す。小さいグリッド・ディスクが多数ある場合、グリッド・グループのサイズ変更に手間
がかかります。 

 

デプロイ計画に関する一般的な考慮事項 

» 一定期間にわたって Exadata システムのサイズを決定または見積もります。 

» 推定した数のホストに対応できるネットワークのサブネットを構成します。 

» 必要な数の管理用 IP アドレスを正しいサブネットに配置しておくと、回避策や中断なしで、
拡張プロセス中に新規ノードを構成して適応させることができます。 

» 管理用 IP アドレスの範囲は顧客によって提供されます。 

» 管理ネットワークには、それぞれのデータベース・サーバーとストレージ・サーバーに対
して 2 つの管理用 IP アドレスが必要です。 

» 管理用 IP は InfiniBand（IB）スイッチや PDU などで使用します。 
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» プライベート IB ネットワークにも同じ考慮事項が当てはまります。 

» 一定の範囲のアドレスがデフォルトで選択されますが、拡張に対応できる十分な数の IB 用
IP アドレスを確保するように、適切なサブネット・マスクを選択します。 

» 必要な IB 用 IP アドレスの数が増える例として、X4、X5、X6 の各ノードがアクティブ-ア
クティブの IB ボンディングをサポートするために、ホスト・チャネル・アダプタ（HCA）
ごとに 2 つの IP アドレスが必要になるケースがあります。 

Exadata のネットワーク・アドレス要件を次の図に示します。 
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Exadata上のASMデプロイ計画に関する考慮事項 

» 1 台の Exadata ラック（ハーフ・ラック以上）またはマルチラックの Exadata システムを複
数のクラスタに分割できます。Oracle Virtual Machine を使用して、クォーター・ラックの
Exadata で複数のクラスタを作成することもできます。 

» 各クラスタに独自のディスク・グループ・セットが必要になります。 

» クラスタごとに少なくとも 3 台のストレージ・サーバーが必要です。 

» 各クラスタ内のデータベースの容量要件に基づいて、ストレージ・サーバー全体のサブ
セットを割り当てる必要があります。 

次の図に、複数のクラスタを搭載した 1 台のラックを示します。 

 

» 適切な ASM ディスク・グループの冗長レベルの選択 

» 冗長レベルの変更にはディスク・グループの再作成が必要になるため、これは非常に重要
な決定事項です。システムの稼働開始後にディスク・グループを再作成する場合、中断が
必要になる場合があります。 

» 特に DR システムを配置していない場合は、クリティカル・システムに HIGH 冗長レベル
を指定することを推奨します。HC ストレージ・サーバーの 8TB ドライブの容量では、こ
れが特に容易です。 

» HIGH 冗長レベルに関する考慮事項： 

• 高い保護レベルを提供しますが、特に 8TB 未満のドライブでは容量が少なくなります
（物理容量の 1/3）。  
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• 将来的なパッチ適用とアップグレードに対してストレージ・サーバーのローリング・
アップグレード戦略を選択する場合、HIGH 冗長レベルが必要です。HIGH 冗長レベル
を選ぶと、パッチ適用のためにサーバーをオフラインにする場合やオンライン・スト
レージ・サーバーで障害が発生した場合も、システム実行を継続できます。このよう
なケースでは、システムの実行を継続するために 3 番目のコピーが提供されます。 

• 12.1.2.3 より前の Exadata ソフトウェア・リリースでは、投票ディスクなどのクラスタ
関連ファイルを HICH 冗長レベルのディスク・グループに配置する必要がある場合に、
少なくとも 5 台のストレージ・サーバーが必要です。12.1.2.3 より前のリリースでは、
ストレージ・サーバーが 5 台未満の Oracle Exadata システムを HIGH 冗長性でデプロ
イすると、NORMAL 冗長性のディスク・グループにクラスタの投票ディスクが作成さ
れていました。このようなシステムで 2 個のセルが停止しても、HIGH 冗長性のため
データは保持されますが、ディスク・グループの投票ディスクが NORMAL 冗長性のた
め、クラスタ・ソフトウェアが停止します。Exadata ストレージ・サーバー・ソフト
ウェア 12.1.2.3.0 以降では、クォーラム・ディスクを使用してデータベース・サーバー
上のディスクをデプロイまたは利用し、クォーター・ラック以下の構成で高冗長性を
実現できます。クォーラム・ディスクはデータベース・サーバー上に作成され、
クォーラム障害グループに追加されます。このため、HIGH 冗長性構成の 3 台のスト
レージ・サーバーを 1/8 ラックまたはクォーター・ラックの Exadata 構成で使用でき
ます。この機能を使用するためのソフトウェア・バージョンの依存性については、
『Oracle Exadata Database Machine Maintenance Guide』を参照してください。  

» NORMAL 冗長レベルに関する考慮事項： 

• Exadata の構成に Data Guard が含まれており、HIGH 冗長レベルを選択できない場合、
NORMAL レベルを選択します。 

• アップグレードまたはパッチ適用中のディスク障害から保護するため、アップグレー
ド中にシステム停止時間が発生します。 

• 停止時間を避けるには、アップグレードの前にストレージ・サーバーを構成から取り
除き、後から元に戻します。この場合、アップグレードしたストレージ・サーバーご
とに複数のリバランスが必要になります。そのため、パッチ適用にかかる時間と運用
への投資が増大し、パッチ適用のために取り除いたストレージ・サーバー上のデータ
を格納するための領域も必要になります。 

 

» Data Guard を使用した DR システムが障害保護用に設定されている場合 

» プライマリ・サイトと DR サイトでは ASM の冗長レベルが異なる場合があります（例：本
番サイトは HIGH で、DR サイトは NORMAL）。 

» 2 つのサイト間でディスク・タイプが異なる場合があります（例：プライマリ・サイトは
EF/HP で、DR サイトは HC）。 

» Exadata の DR システムは、プライマリ・システムと同じ IB ファブリックに配置できませ
ん。DR システムをプライマリの Exadata システムと同じ IB ネットワーク上にラック間接
続することはできません。 
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» 同じデータセンター内で 2 台の Exadata マシンのフェイルオーバー機能を実現するために
接続する必要がある場合、InfiniBand ではなくいずれかのイーサネット・ネットワーク・
インタフェースを Data Guard トラフィックのために使用します。詳しくは、本書の参考
資料（g）に記載した MOS Note と次の図を参照してください。 

 

 

» 拡張/アップグレードのタイミングによっては、最新のストレージ・サーバーに合わせて、既
存ストレージ・サーバーのソフトウェア・リリースをアップグレードする必要があります。こ
れが必要になるのは、ストレージ・サーバーが同じディスク・グループに含まれる場合です。 

» デプロイの目標は、できる限り多くのリソースの共有とする必要があります。これは分離を行
わないという意味でも、SLA を妥協するという意味でもありません。 

» 各種ワークロードの分離要件を理解します。 

» Oracle Database と Exadata は、マルチテナント・オプションや VLAN 機能、データベース
I/O リソース管理など、SLA 要件に対応するためのワークロード分離機能を提供しています。 

» パフォーマンス向上のためにストレージの分離が必要な場合は、最小限のディスク・グ
ループを作成して IORM ポリシーを適用することで、I/O リソース使用率を制御すること
をお勧めします。 

» ストレージ拡張ラックを異なる Exadata マシン間で共有できます。 

» 同じ InfiniBand サブネット上にある 1 つの IB ファブリックとして、すべてのシステムを
ラック間接続する必要があります。統合使用例でラック間接続する必要のある Exadata マ
シンの数については、参考資料（f）に記載されている統合向けの MAA ベスト・プラク
ティスを参照してください。 
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» 拡張ラック内の個々のストレージ・サーバーを任意の Exadata データベース・マシンに割
り当てることができます。 

» 物理的に 2 台の Exadata ラック間に障害グループを分散するようなデプロイ設計は避けてください。 

» この例は、2 台のラックの方が高い可用性を提供するという前提に基づいて、ハーフ・ラック
の代わりにラック間接続した 2 つのクォーター・ラックをデプロイするケースです。 

» 前述したとおり、Exadata 上の障害グループは物理的なラックを認識しないため、物理的
なラックの障害が発生するとディスク・グループが使用できなくなります。 

» 1 つのユニットとしてラックに障害を発生させる要素はラック内に含まれていないため、
ラックを単一障害点として見なす必要はありません。 

» それよりも、すべてのラックに影響を与える外部要因によって障害が発生する可能性の方
が高いと言えます。 

» 外部要因の例には、ラック内の両方の PDU を同じ回路に接続しているケースがあります。 

» ラック・レベルの冗長性が必要な場合は、同じデータセンター内でイーサネットを使用し
て接続した 2 台の Exadata ラック間で Oracle Data Guard を使用するデプロイメントを推
奨します。 

 

ExadataでのASMストレージ拡張の基本原則とベスト・プラクティス 

» 1 つの ASM ディスク・グループで使用するディスク・タイプは 1 つのみ（EF、HP、HC のい
ずれか）にします。これは、新しいディスク・タイプが同じ Exadata ラック内、ストレージ拡
張ラック内、個別のストレージ・サーバー内のいずれに配置される場合にも当てはまります。
唯一の例外は、X6 HC ストレージ・サーバーを既存の HP ストレージ・サーバーに追加する場
合です。このような場合、HP ディスクと同じサイズのグリッド・ディスクが X6 HC ストレー
ジ・サーバーに作成されていれば、HP ストレージ・サーバー・ディスク・グループを拡張し
て、この HC ストレージ・サーバーを含めることができます。 

» タイプは同じであるがサイズの異なるディスクを追加する場合のオプションは次のとおりです。 

» 既存のディスク・グループを新しいストレージ・サーバーに対して拡張する。 

• 新しいディスク上のグリッド・ディスク・サイズが既存のディスク・グルー
プと正確に一致するようにします。 

• 新しいディスクの方が大きい場合は、既存の（小さい）ディスクと同じサイ
ズのグリッド・ディスクを作成します。次に、新規ストレージ・サーバー上
に新しく作成したグリッド・ディスクを既存のディスク・グループに追加し
て、リバランス処理が完了するまで待ちます。 

• 大きい方のディスクに残っている領域は、新しいディスク・グループの作成
に使用できます。NORMAL 冗長レベルの場合、これには少なくとも 2 台の
ストレージ・サーバーが必要であり、HIGH 冗長レベルの場合は 3 台のスト
レージ・サーバーが必要です。 
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o 注:8TB ディスクのストレージ・サーバーを 1 台だけ追加する場合、残り
の領域だけですとディスクの障害保護をすることが出来ないため、残り
の領域をディスク・グループに割り当てることはできません。 

» 新しいディスク・グループを新規ストレージ・サーバー上に作成する。 

• 新しいストレージ・サーバーを使用して別個のディスク・グループを作成で
きます。新しいグリッド・ディスクのサイズと冗長性を既存のディスク・グ
ループに合わせる必要はありません。異なるタイプのディスクが含まれる場
合、それぞれを別々のディスク・グループに配置する必要があります。 

• ディスク・グループの冗長レベルが NORMAL の場合、少なくとも 2 台のス
トレージ・サーバーが必要であり、HIGH の場合は 3 台必要です。セル障害
に対して追加の保護を提供するため、NORMAL 冗長レベルのディスク・グ
ループで 3 台のストレージ・サーバーを使用することを推奨します。 

• これはおもに、アーカイブ・データを格納するディスク・グループなど、個
別のディスク・グループを必要とするユースケースで実装されます。 

• 通常は I/O 帯域幅を拡大するため、既存のディスク・グループに新規スト
レージ・サーバーが追加されます。 

» HP ディスクを搭載した旧システムの場合：1.2TB の HP ディスクを使用したストレージ・
サーバーの使用 

• 600GB の HP ディスクの 15K RPM と比べると、1.2TB の HP ディスクは 10K RPM ですが、
世代の進歩によりほぼ同等のパフォーマンス特性を提供します。ディスクは同じディス
ク・グループ内に混在させることができます。 

• 新規ストレージ・サーバー上に残った領域が使用できる帯域幅は最小限になりますが、新
規ストレージ・サーバー上のフラッシュ・サイズが増加していることで補われます。 

 

ストレージ拡張の使用例のサンプル 

使用例1：1/8ラック拡張の使用例 

前述したとおり、1/8 ラックは物理的に、クォーター・ラック・マシン（Exadata X6 HC の 1/8 ラッ
ク・マシンは除く）から半分の CPU コアを無効化し、半分のディスク/フラッシュを構成から除外
したものです。 Exadata X6 1/8 ラックの HC マシンのディスク/フラッシュ数は、マシンに設置され
ているディスク/フラッシュ数の半分だけです。 クォーター・ラック以上では 12 台のディスク/8 台
のフラッシュ・ドライブで構成されるのに対し、1/8 ラック構成の ASM ディスク・グループは、
ディスク・ドライブ・ベースのストレージ・サーバーの場合はストレージ・サーバーあたり最大 6
台のディスク、EF ストレージ・サーバーの場合は 4 台のフラッシュ・ドライブで構成されます。  
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標準のクォーター・ラックへのアップグレード 

» 1/8 ラックからクォーター・ラックへのデータベース・サーバー・ハードウェア・アップグ
レード・オプションと、追加のデータベース・ソフトウェア・ライセンスを購入します。 

» 1/8 ラックからクォーター・ラックへのストレージ・サーバー・ハードウェア・アップグ
レード・オプションと、追加のストレージ・サーバー・ソフトウェア・ライセンスを購入
します。 

» HC ストレージ・サーバーを搭載した Exadata X6 1/8 ラック・マシンの場合は、このアップ
グレードの購入時に 6 台のフラッシュ・カードと 18 台のディスク・ドライブが付属します。
その他のすべての Exadata モデルでは、フラッシュ・カードとディスク・ドライブが事前
にマシンに搭載されています。 

» 未使用のデータベース CPU コアをアクティブ化します。 

» ディスク・グループを拡張し、リバランス処理を通じて各ストレージ・サーバーの残りの 6
台のディスク/4 台のフラッシュ・ドライブを使用します。 

» このプロセスについては、『Oracle Exadata Database Machine Extending and Multi-Rack 
Cabling Guide』を参照してください。 

CPU コアの増加なしで 1/8 ラックのストレージ容量のみを拡張する場合 

» 1/8 ラックからクォーター・ラックへのストレージ・サーバー・ハードウェア・アップグ
レード・オプションと、追加のストレージ・サーバー・ソフトウェア・ライセンスを購入
します。 

» HC ストレージ・サーバーを搭載した Exadata X6 1/8 ラック・マシンの場合は、このアップ
グレードの購入時に 6 台のフラッシュ・カードと 18 台のディスク・ドライブが付属します。
その他のすべての Exadata モデルでは、フラッシュ・カードとディスク・ドライブが事前
にマシンに搭載されています。 

» ディスク・グループを拡張し、リバランス処理を通じて各ストレージ・サーバーの残りの 6
台のディスク/4 台のフラッシュ・ドライブを使用します。 

» または、同じラックまたは別のラックに、Exadata ストレージ拡張ラックまたは新しいスト
レージ・サーバーを追加します。この場合、新規ストレージ・サーバーは（ディスク・タ
イプが同じかどうかに関係なく）、既存サーバーとは別のディスク・グループに配置する
必要があります。これは、新規サーバーで 12 台のディスク・ドライブ/8 台のフラッシュ・
ドライブが有効になっているのに対し、既存のディスク・グループにはサーバーあたり 6
台のディスク・ドライブまたは 4 台のフラッシュ・ドライブしか含まれていないためです。
既存のディスク・グループに新規サーバーを配置すると、ASM ディスク・グループ内で不
均衡が生じます。 
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ストレージ容量の増加なしで 1/8 ラックのデータベース容量のみを拡張する場合 

» 1/8 ラックからクォーター・ラックへのデータベース・サーバー・ハードウェア・アップグ
レード・オプションと、追加のデータベース・サーバー・ソフトウェア・ライセンスを購
入します。 

» 未使用のデータベース CPU コアをアクティブ化します。 

» または、X6-2 データベース・サーバーを追加購入して、既存のクラスタに追加します。 

 

使用例2:3TBストレージ・サーバーに8TBストレージ・サーバーを追加し、 

既存のディスク・グループを拡張 

 

» 詳しい手順は、参考資料（b）に記載した MOS Note を参照してください。 

 

使用例3：HPディスクを搭載したストレージ・サーバーに、 

8TB HCディスクを搭載したX6-2ストレージ・サーバーを追加 

» これは前述の使用例 2 と似ており 600GB または 1.2TB の HP ディスク・ドライブを搭載し
た X2、X3、または X4 システムに X6-2 HC ストレージ・サーバーを拡張する場合にのみ有
効です。 
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使用例4:1.6TBのEFドライブを搭載したX5-2ストレージ・サーバーに、 

8TBのHCストレージ・サーバーを追加 

 

» 新しい 8TB ディスクのストレージ・サーバーは、1.6TB の EF ディスク・グループとは異な
るディスク・グループに配置する必要があります。 

» NORMAL 冗長レベルの場合は少なくとも 2 つのサーバー（推奨は 3 つ）、HIGH レベルの場
合は 3 つのサーバーが必要になります。 

» 新しいストレージ・サーバーには異なるサイズのグリッド・ディスク構成を指定できます。 

 

参考資料 

a. Oracle Exadata Database Machine 統合：データベースとロールの分離
（http://www.oracle.com/technetwork/jp/database/features/availability/maa-
exadata-consolidated-roles-459605-ja.pdf） 

b. How to add Exadata storage servers with 3 TB disks to an existing database 
machines（4TB および 1.2TB ディスクにも同じ概念を適用可能） – MOS Note 
1476336.1 

c. Understanding ASM capacity and Reservation of Free Space in Exadata – MOS Note 
1551288.1 

d. Oracle Exadata machine disk swap service process – MOS Note 1544637.1 

e. Resizing Grid disks in Exadata – MOS Note 1465230.1 および 1684112.1 

f. Exadata Database Machine 上でのデータ ベース統合に関するベスト ・プラクティス
（http://www.oracle.com/technetwork/database/features/availability/exadata-
consolidation-522500.pdf） 

g. Data Guard Transport Considerations on Exadata - MOS Note 960510.1 

 

http://www.oracle.com/technetwork/database/features/availability/exadata-consolidation-522500.pdf
http://www.oracle.com/technetwork/database/features/availability/exadata-consolidation-522500.pdf
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